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嘉納治五郎の柔道観（1）

老子思想の影響

小　野　勝　敏

1　は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　嘉納治五郎先生（以下尊称を略す）についての研究はいろいろある。衆知

のように，嘉納は，柔術の諸流派を集大成し，講道館柔道を創始したのは，

　　　　　　　　くの
明治十五年であった。これ以来，柔道は発展を重ね，今や日本のものではな

く，世界のそれとなり，増々，隆盛をきわめている。このほんの一例とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
て，オリンピック東京大会のヘーシンク選手，本年の第七回世界柔道選手権

　　　　　　　の
大会のルスカ選手の活躍を見ても明らかであろう。

　また，昭和四十七年度より改訂される新指導要領によれば，中学校ではそ

の年から，高等学校においては，それより1年遅れて，正課体育時の格技配

当時間が大幅に増加する。

　このような時期にあたり，なお一層，嘉納の柔道思想（観）を究めること

は，必要でもあり，重要てあると考える。

　そこで，嘉納の柔道思想を研究するとき，まず，取り掛からねばならぬの

は，柔術の歴史的発展過程であろう。この柔術が，主に格闘の技である以上，
　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　くの
この起源を神話時代のi！f　／！ll：記・日本書紀に求めても誤りではあるまい。これ

　　　　　　　　　　　　け
は，普通，相撲に関する史実として扱われているが，蹴殺したという点から

見れば，現在の娯楽相撲とは，大きく，その趣きを異にし，格闘の技がおこ

なわれていたことを示している。これが，武士階級の勃興とともに，戦場で

の組討ちの術として，武士の間に伝播していった。この組討ちの術は，小具
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足・腰廻・取手（捕手）・棚術・柔術・やはら（ヤハラ）・柔道・手押・拳法

　　　　　　　　ロ
（拳）・柔和・捕縛とも呼ばれ，これらの総称が柔術であった。これらが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
長年月に亘って研究され，江戸時代には、その流派が百七十九流にもなり，

柔術の黄金時代を形成した。このうち嘉納が，柔術の一流派である天神真楊
（10）　　　　　　　〔11｝

流と起倒流の二流を学んだことに依り，講道館柔道は1」の口を見ることにな

るt，

　しかし、ここでは，それまての歴史的な発展過程を究めようとするのでは

なく、あくまでも，柔道の根本思想が老子の思想と如何なる類似性（影響）

を見い出し得るかに主題を置くことにしたのである。それ故，本稿では，嘉

納の柔道思想の形成過程を知るためにも，生いたち　　すなわち，柔術修行

の時期から入ることにする。

注　［1‘嘉納の装績を研究する場合．大ごく分けるならば

　　1．中国人留学生の弘文学院および火京高等師範を中心とする，2・1年間に亘る教

　　　育者としての業績

　　2。　1．O．C．委員および大日本体育協会（現在の日本体育協会）設立者として，

　　　スポーッ界への頁献に関する業6幽1

　　3．講道館柔道を創始した業績

　　　このうち，第3番日すなわち，柔道の思想を中心にとり扱った研先として，松本

　　　芳三（東京教育大学体育学部紀要・第3巻・昭和3S年），前川峯雄・長谷月【純二

　　　（講道館柔道陣γ：研究会紀要・第2輯，昭和3S年）があるc参照せられたしじ

　　2，嘉納治五郎口述・落合寅’ピ1・1録・〈作興〉「柔道家としての嘉納治五郎」講道館

　　　　．：之イヒこミ，　ll／｛不n4イト1月1　」・，　P．　31．

　　31万1811∫1・｛’リンピック東京大会（1964．10．23）柔道体重無差別（Allsvelghts）決

　　勝で，神永昭大選子は，A・J・ヘーシンク選手（オランダ）に袈裟固めて敗れ

　　　1ご［

　（4］西ドイツぴ）ルドウィグスハーフェン市で第七回世界柔道選刊61大会（1971，9．

　　2．）が開催され，重品級（93灼以一L）の呈｝田久和選手は，ルスカ（オランダ），

　　　ヅラーン（西ドイツ）各選手に次ぎ第三位となり，口本の全階級制覇を逸す。

　　5，植松安・大塚龍夫，古事記全釈，「建御名方神の服従（力競べ）。」昭和10年，

　　　　pp、　154～157．

　　16］飯田武郷，日本，儲己通釈第3，大鐙閣，「野見宿祢と当麻微速の揃力」昭和2年
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　P・1474・［1：＜ミ苧≦「丈靴三≡漬．ヨ冨｛已㌻養蓋崇N室≒ピ憶巨日忘≒雲1

　∈窯“」°「を参照、

（7］酒井欣’「1本遊戯史，弘文堂，昭租7年．P．3．横II腱’ii｛1．　n木“［ll・VCSIE．富

　山房昭和｜8午．P．3．

（8）神宮・JIIこ，　oll’1；〔類苑・武技1’、1：，　llr］和41年．　PP．1002～1015，

（9）今村嘉雄編，休育史5〃汗｝fl’去，昭和3s年．　P．100．（｜その中，異名同流又はそ

　れらしく考えられるもの約十八流。」とある。）

（lo）ヲ訓噴㍑流の伝，物なかでぴ肋や休ノ」の問題について，［稽古中に力を強く

　入れることをきらうのは，力そのものをきらうのではない、業が未熟てあって力

　を入れれば，四肢身休がこわばって「［川を欠き流儀を覚えに〈i，・からである．業

　に熟辣してr［然に出てくる力は少しもきらう必要はない。．］また，「敵に向かうに

　は必ず敵を憎んてはならない。気を4こ身に満ち渡らせ，肩が怒らぬよう全身を柔

　らかくして敵の動きに応ずる。どのような剛敵に対しても敵の力に逆らわず，波

　上の浮木のように身をもてば必ず勝つ。」とある。（ノ〉村嘉雄編，1」本武道全集第

　7〔巻，　P召矛日41イド、　P．27，　P．32．）

tlll起倒流伝苫の天巻の［llで，起倒流について，　r起倒はをきたをると訓ず、起は

陽の形，倒は陰の形なり。陽；こして勝，陰にして勝，……。」とある。（lbid．，p．

364．を参照せられたし）

2　習い始めた動機

　嘉納治五郎（1860～1938）は万延元年，摂津国菟原郡征1影村（現在の兵庫

県神戸巾東灘区御ll髪町）父次郎作希芝，母定子の第五子ニー三男として生まれ

た。明治維新に先立つこと8年てあった。当時，幕府の川人として，壬広く

船舶閲係の仕’6をしていた，來京在住の父に迎えられて，一ヒ京したのは，明
iL，

治．三年（十一歳）の時であった。ここから，嘉納の学問，柔術の修行が始ま

るのである。

　上京してまず就学したのは，両国矢ノ倉で生方桂堂が主宰していた成達書

塾であり，ここで書を学んだ。その後，生方の勧めに従って，箕作秋坪の塾

に通い英書を学んだ。明治六年（十四歳），芝の烏森町にあったライへ（オ

ランリ・ワッセル（ドイツ）等の外人教師中心の育英義塾に入り，始めて
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の寄宿生活をすることになった。このことが，嘉納に柔術を学ばせる一つの

きっかけを作ることになる。すなわち，学科の上においては，他人におくれ

をとるようなことはなかったが，当時，少年達の間には，強い者がのさばっ

て，弱い者は常にその下に立たなくてはならない風潮があった。「これには

残念ながら常におくれをとった。白分は今でこそ普通以上の強健な身体をし

ているが，其の当時は病身というのではないが，極めて虚弱な身体であって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
肉体的には，大抵の人に劣っていた。それ故，往々他から軽んぜられた。」

と語っている。また，「学問上では大抵のものに負けないとの日信がありな

がら，往々にして人の下風に立たせられた自分は，幼少の時から，口本に柔

術というものがあり，それはたとへ非力なものでも大力に勝てる方法である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ときいて居たので，ぜひ，この柔術を学ぽうと考えた。」とも嘉納は言う。

さらに嘉納の令姉柳勝子も，「先生（嘉納）は学校で角力を取っても，体格

は小さいし，あんまり勝てないので，小魑を以て強大漢に勝つ法二ないかと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
苦心の結果，柔道の稽占を思ひつかれたのは，十八歳の時であった。」と言

う。

　この考えは，嘉納が，り］治八年（1875）に開成学校に入学してから一段と

強くなった。続いて，嘉納は，「開成学校は，諸藩の貢進生時代からの連中

が多く集っているので，ますます腕力の必要を感じた。ここでは，学問も勿

論百んぜられたが，なほ肉体的優越の必要はむしろ育英義塾以上であった。

ここでも自分は，学問にか：ナては勉強さえすれば，他人におくれをとるよう

なことはなかったが，身体ではどうにも仕方がない。それ故，柔術修行の希

　　　　　　　　ドの
望は益々深くなった。」と言う。

　これらの他にも，嘉納が柔術を学ぼうとした理由があった。それ、よ，明治

35・6年頃の執筆と思われる自筆の手記の中で，修学当時にお：ナる自身の将

来についての心境を回想して，「……。然シ，マター方カラ考へ’レト，人事

上ノコトデ尽シタ方ガ，時世二適切ナ働キガ出来ヤウトモ思ッタ。大学（明

治十年東京大学文学部に入学）二入ルマデハ正確ナ考ハ無カッタガ，大体ソ
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ンナ考カラ大学ノ文学部二入ッタ。マタソノ頃カラ，心身ノ鍛錬ト云フコト

ニツイテ必要ヲ感ジ始メタ。コレハ外ニモ原因ハアラウガ，主二父親ガ時々

昔ノ心ヲ錬ッタ人ノ話ナドヲシテ聞ヵセ、世二処スルニツイテノ心得ナドヲ

　　　　　　　　　　　　　での
話シテ呉レタ為デアルト思フ。」と述べている。

　この手記の中で，「外ニモ原囚ガ」と言っているが，これは，たぶん上記

のような理由からであろう。また，父から，「心を錬ッタ人ノ話ナドヲ聞カ

セテモラッタ」ともあるが，この人については，具体的には判らない。しか

し，当時，父は勝海舟と親しくしていた（のちに，嘉納も知人となる）ので

かれを指しているのかも知れない。

　いずれにせよ，嘉納の柔術修業の動機は，「誰れにも敗けない強い腕力」

を作ろうとした肉体的な面と，「心を練る」という精神的な面との二面性が

考えられる。

注（1）加藤仁平，嘉納治五郎□肖遠、1｝院，昭和39ff，　P．22。（母定子は，明治2年：二

　　病死。）

　②　嘉納治五郎口述・落合寅平筆」；旙，〈f乍興〉，講道館文化会，「柔道家としての嘉

　　納治五郎」昭和2年1月号，pp．57～5S．

　　　（3）　Ibid▼

　（4）横川健堂，’元納先生伝，講道館，昭和16年，pp．292～293．

　【5）嘉納治五郎11述，‘，pcit．，　Pp．58～59．

　（6）慕納先生伝記編纂会編嘉納治五郎，昭和39年，P．29．

3　柔術諸流を学ぶ

　嘉納は，十四歳（iu」治六年）頃から柔術に関心を持ち始め，その後，汕匠

を探し求めていたが，明治維新の文明開fヒによって．武術が廃れたためと，

　　　　　　　　　　　　　り
周囲の者達も「今時必要ない」と1－「って取りあげて呉れなかったので，なか

なかその機会を見つけることができなかった。しかし，「整骨をする人が柔

　　　　　　り
術家の名残りだ」と言うことを聞き込んでいたので，勉学の暇をさいては，

整骨の看板のある所を探し廻った。その結果，明治十年（1877），天神真楊
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流の磯又右衛門正智の真門である八木貞之助を探し求めた。しかし，ここは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
道場が狭かったために入門することができず，彼の同門である福田八之助を

紹介され，ここで始めて柔術を学んだ。明治十二年（1879），福田八之助の

没後，家人の信用を得，伝Li］：および道場をまかせられて代稽古を続けていた

が，嘉納には，まだ一本だちでやりぬくだけの自信がなかったので，先師福

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
田の師匠でもあり，天神真楊流第3代の家元である磯又右衛門正智に入門し

修行に励んだ。さらに，｜リJ治十四年（1881）磯正智の没後，幕府講武所の教

　　　　　　　　　　ゆ
授であ一，た飯久保恒年に弟子入りすることになり，ここで起倒流を学んだ。

　このように，嘉納は，柔術の一流派である天神真楊流と起倒流を学んだ訳

であるが，前者は，主に川技（抑込技・絞技・関節技）・当身技（打技・突

技・蹴技）であり，後者は，投技（手技・足技・腰技・真捨身技・横捨身

技）が中心の流派であった。この二流の違いについて，嘉納は、「かくまて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
も隔たりのあるものかと驚きもしかつ感じもした」と言い，また，この同・期

に得た大きな利益として，　「本気になって，柔術（the　Subject）を研究しよ

　　　　　　　　　　　　り
うと決心したことであった。」とも述べている。

注山　嘉納治五郎口述・落合寅平筆録，く作興ノ，講道館文化会「柔道家としての嘉治

　　納五郎」昭和2年1月1］－I」　．58．

　　　2、　　Ibid，，　P．59．

　⑧　福田八之助（1SS1～1927）について，「講道∬溌達史」には，　「Ll本橋大：【：町

　　に整骨の看板を掲ぐと雌も，維新前より道場を｝II｜｝え，的勢の変遷の為に哀えたる

　　も尚廃せず，門人と∴うも僅かに十数人にすざず，毎日通学するものは青木とか

　　、i’える男一人ありしのみなるも，彼はば乎として能く孤城を守るの慨あり，当時

　　恐らくは東京に於ける唯一の〕芭場なりしなるべし。嘉納師範が始めて師事せし柔

　　術の名家は此の如き人なりしなり。」とある。（今村嘉雄編・増補体育大辞典，昭

　　　　IIJ41flf－，　P．　967．）

　（4）　「天神真揚流の柔術家。同流3代口の宗家て，A］lll御玉ケ池に道場を開いてい

　　た。講道館創始者嘉納治五郎は明治十二年その師福田八之助死殿以後，この人に

　　ついて同流柔術の修行を継続した。」とある。（fbid．，　p．72．）

　陶　「起倒流の柔術家。明治二十一年，55歳て病没。明治十四年，嘉納治五郎に，

　　彼に師事して起倒流柔術を修め，同十六年十月免許皆伝，其の伝メ｝一切を譲与さ
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　れた。」とある。（Ibid．，　p．62．）

（6）加藤仁平，嘉納治五郎，道遙書院，昭和39年，p．32．

（7）Jigoro　Kano，　The　Contribution　of　Judo　to　Education．　P．1．（これは，第10回

　オリンピックロスアンゼルス大会の時，嘉納が，南カルフォルニア大学で講演し

　た文である。）

4　なぜ講道館柔道を創始したか

　明治十四年（1881），嘉納は東京大学を卒業したが，さらに，1年間同大

学の哲学科選科で勉学を続け，明治十五年七月に同科を修了した。これより

先，明治十五年一月，学習院に在職する友人の依頼により，講師として学習

院で政治学，理財学を講義することになった。学習院へ行くまでは，下宿生

活をしていたが，明治十五年二月，下谷北稲荷町の永昌寺の一部を借りてそ

　　　　ゆ
こへ移った。その書院の一室を道場にあて，自宅でも柔術の稽古ができるよ

うになった。師の飯久保にも時々来てもらって，書生や外からの希望者に形

　　　　　　　　　　　くの
や乱取を教えていたようだ。

　修行を積むうちに，嘉納は，「自分の身体が大変良くなっただけでなく，

　　　　　　　　　　　　ゆ
精神も安定したものになった」と語っている。また，「柔術の勝負の理屈が，

幾多の社会の他の事項に応用できるものであるのを感じ，さらに，勝負の練

習に附随する智的練習は，何事にも応用し得る一種の貴重な智力の練習であ

ることを感じた。在来教えられてきた方法そのままでよいとは思わないが，

相当の工夫を加えさえすれば，武術としてのほかに，智育・体育・徳育とし

　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
て誠に貴重なもののあることを考えた。」と言う。続いて，嘉納は，「天神真

楊流と起倒流との2流をあわせ学んだところから，柔術は1流のみでは全き

ものではない。2流のみならず，なおその他にも及ぼし，各その長をとり武

術の日的を達するばかりでなく，進んで智・徳・体の三育に通達することぱ

工夫次第で，柔術は最もよい仕方であると考えた。かかる貴亜なものは，た

だ自ら私すべきものではなく，広く大いに人に伝え，すでに修得したところ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
を土台にしてこれに工夫を加え，ひろく世に行なおうと決心したのである。」

と言う。このように，柔術各流の利点をユ仮り，これらを集大成し，これを広

く世の人迂に伝えるために，嘉納は明治十五年五月に永昌寺内において講道
　　　　くの
館を創立したのである。

　嘉納は講道館柔道の01’伽こついて，「単純なる武る講ずるのではなく，文

　　　　　　　　　　　　　　　　の
武を包含したる道を講ずるにあった」と言う。それがために，「その道を教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
える道場を尚武館又；≒；ll賦館と命名せず講道館とした」と語っている。この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
講道館の意味は「文字通り，道を学ぶための学校である。」と言っていて，

　　　　　　　　　　　　　　むじり
「道の意味は人生の概念である。」と述べているのである。それ故，「自分の

教えようとする口的のために，柔術という名の代りに柔道と名付けたのであ
ゆゆ

る。」と言うのである。

　ここに，柔道は，道をその主体とし，術をその手段にすることによって，

科学的な原理をともなった新しい思想として出発するのである。そして，こ

の道は術から発展したものであり，この思想が，私たちの日常生活の局面だ

けに応用できるものではなく，生活の全領域に応用できるものとしたのであ

る。また，柔道は，ただ単に攻撃や防御の練習をしたり，体力を養うだけの

ものではなく，柔の道の生活を通じて，人同の道を学ぶところに，そのi．1的

がおかれたのである。

注（1）老松信一，柔道百年，時事通信社，昭和45年，p．15．

　②　（「当時は，川完を道場にあてたので，屋根瓦が落ちたり，床下のネダが抜け

　　たり，本堂の位牌が動ご出したりで。とうとう，住職の抗儀をうけ，新道場（十

　　二畳）を新築した。」というエピソードが残っている。Ibid．，　P．24．）

　（3）加藤仁平，嘉納治五郎，道遙書院，昭和39年，p．45．

　　　（4）　　Ibid．

　　　（5）　Ibid．，　pp．45～46．

　　（6）　1．の注（2）を参照。

　（7）嘉納治五郎口述・落合寅平筆録・〈f乍興〉，講道館文化会，　「講道館の抱負とそ

　　の実現方法」昭和4年1月号．p．2．

　　（8）　Ibid．
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（g）　Jlgr）m　Kano．　The　Cositribution　of　Jl・do　to　Eclncatic、n．1932．　p．1．

（10）Ibid．

（11）　Ibicl．

⑫　雑誌川士（明治32年3月発行）に掲載された「嘉納治五郎の講道館柔道講義」

　によれば，術より道への転換にに，以上の他にも理山が認められ，なぜ講道館柔

　道と名付けたかが説明されている、

　1．嘉納の講するものは，術ばかりではなく，道を主として講ずるものであるこ

倒

　2．柔籏の直信流でも柔道と呼ばれていたが，他の柔術諸流と区別するため。

　3，柔道は3人の師より教わった柔術を根幹としているので，全く新しい名称を

　　つ：ナる訳には行かなかった。

　4．当時の柔術家の中には，この術を喧嘩に使ったり，乱暴な稽古などをしたの

　　で，これを好ましいものではないと考えた。それ故，柔道はこのようなもので

　　にないということを判らせるために。

　5．柔術家の中には，その術でもって試合をし，木戸銭を取って興業をしていた

　　者もあったので，決してそのようなものではないということを……。（これは，

　　嘉納履lll他〈教育・体育・スポーツ〉「嘉納治五郎の柔道観」pp．132～135｝こ

　　掲載されたものの要約による。）

a3）：；“一｝四年（1729ゴD，直信流柔道第四世井上正順が著したく柔道秘訣中央書〉

　にお・、・て，流名に柔道を呼称する理山として「戴に柔道の一流武御よ業器の名を

　Uにす．大体無得ili在の本源を言て，業の名を翰盤とせざる事是当流の公也。」

　とある。（三般久蔵・工藤一三，松本芳三編柔道講座第二巻白水社，p．17参

　照、〕
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5　柔 の 理

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　

　柔術における，柔なる思想を単的に解くならば，柔よく剛を制するlz　’、・う

　　　　　　　　　　　イリ
言葉で説明できるであろう。前述したように，柔道が，柔術の天神真楊：充と

起倒流の二流の影響を母体として生まれたものである以上、当然，二・）思想

の柔道への影響は無視し得ないであろう。嘉納の講道館柔道木義によれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　ロ　　　ロ　　　　

「元来，柔術或は柔道なる名称は柔能く剛を制すなる言葉から出たものと一

般に考えられている。よって講道館に於てもこの理即ち之は柔の理と云われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
るが，この柔の理に基づいて万般のことを説いていた。」とあることからも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　

判明できよう。それ故，嘉納の柔道思想は，柔であり，柔の理に几く術と‡支

の修練が中心概念になってくることが理解できよう。

　いま，嘉納は，柔道とは，柔の理を応用して，川壬を制する術とか｝い理

論を研究するものであるといい，3つの例を引き，その原理を説明してい

る。

　「①　人の力を｛lt位1（unlts　of　One）で示すとしよう。私の前に．、Z，，て

　　いる人の力をりi位10とする。私の力は相予よりも少なく、1川1二7て示さ

　　れる。次に，相手が自分の全力を出しLYJって私を押せは：、たとえ払が全

　　力を出しても，確実に後方へ押されるか’投げ飛ばされるであろうcと

　　いうのは，相手に対して自分の力を出し切った，力には力をとLワのは

　　駄日であろうっ川手に逆うことなく、「［分の身体を引いて、相F「〕全力

　　にまかせるo同時；二自分のバランスを矢なわないようにすると、川⊆は

　　lli然ll前力へ傾さ，バランスを失う。

　　　この姿勢でば，正常の単位10なるものが，3に示される程、弱くなり

　　得る。（実際ソ）休力ではなく，姿勢がまずいからである。）その閂に，自

　　分のバランスを保って，元来，単位7で示される力を維持しよう三す

　　ろ。自分の力のたった半分すなわち単位7の半分，単位3．5でし一．て，
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　　1巨位3なる相手を打ち負すことができる。ここに、ある口的のために役

　　、【ノ1つ半分の力が残る○この場合，相手よりも力が強ければ，押しかえす

　　ことができる。この場合においても，相手を後へ押しやりたいとしても

　　それだ1ナの力があれば，最初は退いた方が良い。そうすることにより，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　自分のエネルギーをたくさん節約すべきである。」

　．・②　相手が私を倒そうとして，私をねじ曲げようとしたと仮定しなさ

　　い。相乎に逆ったら，確実に投げられるはずである。というのは，私の

　　力は相手に打ち勝つ程，強くないからである。一方の手で相手を払いの

　　：〕’ようとしている間に，自分の身体を地に投げ出して，相手を引っぱれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　　ば、大変容易に相手を投げることができよう。」

　一③　私と相手が，一方が絶壁の山道を歩いていると，突然に相手が私を

　　襲い，私を断崖に落そうとしたと仮定しなさい。この場合，相手に逆っ

　　たとしても落されることは明白である。これとは逆に，相手が押すと同

　　時に自分の体をさばいて，崖の方へ相手を引っぱりなさい。私は崖の端

　　へ，容易に相手を投げれるし，自分の体を安全に地に横たえることがで
　　　　　　　　ヨ　
　　さるのである。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　このように，柔の理は説明できるけれども，柔道が攻撃・防御を主体とし

た身体活動である以上、上述のような，相手の力のみを利川するという消極

的な面だ：ナでは，柔道の全ては理解し得ないのである。なぜなら，柔道はそ

のような受動的なものばかりでなく，攻撃をするべき時には，積極的に応じ

ていくべきものだからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ひ

　このことについて，嘉納は，「柔術で，相手に勝利を得る方法は，柔よく
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

剛を制すということだけでは，勝利を得られぬはずである。」と述べている。
　　　　　　　ロ　　　　　　　　

なぜ，柔の理だけでは，柔道全体について解釈できないかを，嘉納は，身休

と精神的な1〔日に分け，6つの例を掲げて説明をしている。

　’①　自分が立っている所を、相手が後から抱きついた時は，相壬の力に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　順応（柔の理）して動作する方法がない。
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　　②　相手が咽喉を締めてきた時，彼の力に順応しては，之を解くことは

　　　できない。必ず，多少なりとも、相壬の力に反抗して自分の力を働か

　　　さな：〕’ればならないので，

　　③　柔道の技が，何時でも川乎の力に順応していく場合に限るものなら

　　　ば，相手がじっとしている時にはk日分からは力の施しようのないこ

　　　　　　　り
　　　とになる，」

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　
　以上は，身休ヒから見た柔の理の不備である。次は，精神的な面から見た

不備な点を3例述べる○

　「①　相rが攻撃してくる時には，従来の方法で応ずるより仕方ないが、

　　　防御している時には，何か新奇な工夫はできぬものかと，積極的な思

　　　案をすべきである。

　　②技を掛けようと決心したら，ちゅう路してはいけない。絶対に，掛

　　　ると信じて決行しなくてはいけない。

　　③十分に見込みがつくまでは，いろいろ熟慮すべきであり，軽率に技

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　を掛けたり，良い方法を見い出すための努力を怠ってはいけない。」

　以上の例示からしても，攻撃・防御のあらゆる方法は，単に柔の理の応用

だけでは，説明し得なくなってくる。そこで，身体と精神の両面を考えても

柔道の全般が説明できる新しい原理が必要となってくるのである。

注山　制剛流の印可状の中；二，　「……，W⊆；望削罧翌≡1撤宣1“梁゜送ANR＝11≡

　　墓［　S“i－pt⊃………。」とある。（今村嘉雄編・U木武道全璽ミ・第五巻，昭和11年

　　P．183，を参照。）

　　　起倒流伝i！1（天巻）1二，「……L陽にして勝，陰にして勝，弱にして強を制し，

　　柔；こして剛を川す。……。」（lbid．，　p．364．）

　　　同流伝川（地巻）に，「……。所謂三浦は和といひ，寺田は柔とおしゆし兵法

　　；二云，終ざv≡iゴ憂鞄へ1／……°」（lbid．，　p．365．）

　　　嘉納が，柔は剛を制するという原理を，外国への船中て実施したエピソードが

　　ある　……　柔道ik，どこまでも柔をもって剛を制するので，腕や力の業ではな

　　い、ある時，r・・シア人か力白慢をして，日本の柔道なんぞ，わしのような強力に

　　かかってはどうにもなるまい」と川曼して，私につかみかかろうとした。そこで
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　　私はその時手にしていたハンカチをパッと投げつけて，相rがハノとした隙に飛

　　び込んで，やにわにころりと投げとばした。そうして，「これが日本の柔道の奥

　　儀だ」と説明して聞かせたことがある．（赤銑三，明治ノ、物逸話請典・－1二巻，東

　　　　元（堂，　n召不010く1《，　Pp．　256～257．　参Jigfi）

　　92）　岡部平太，コーチ50年，p．370．

　　　1．3）　J；gt）K）Kli〕o．　Thc　C・）ntrib1《i“n　L、f　Jucl・l　r，，Edt：catioii．　Iv3L）．　PP．　1～2．

　　　（4）　　Ibicl．，　P．　2．

　　・5▲　Ibid．

　　　（6）　　Ibid．

　　t7）1」；納治五郎先生伝編纂会，嘉納治∫ll郎，昭和39年，　Pp．329～330．

　　　（6）　　Ibi〔1．　pp．330～331．

柔道の根本思想

　前項で論述したように，柔道における，攻撃・防御は柔の理だ：ナでは、説

明でさなくなったのである。嘉納は，「川了に手首を握られた場合とか．後

からかかえられた場合には、柔の理では適応できないが，でli：，如河なる場

　　　　　　　　　　　　　　くり
合にも当てはまる原理はないのか／」と日問している。嘉納は、　［心身の最

　　　　　　　　　ロ
有効使用の原理がある。」と述べ，ここに、柔道の新原理を見い出したので

ある。

　　　　　　　　　　　イリ
　この原理は，大正四年に説かれたものであり，柔道の最終的な川’i｛J；二つ‘、・

て，嘉納は，「心身の力を最も有効に使用する1芭である。その修行は，攻撃・

防街1の練習に由って，身体・精神を鍛鎮i修養し，斯道の神匝ご体得すること

である。そうして，是に由って，己を完成し世を稗益す］：．，」L　’1，1泣修行の究

　　　　　　　ゆ
克の日的である。」と述べている。

　これより七年後，すなわち，大正卜一年に．嘉納は，講道館文化会を創立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
し，柔道の原理は，精力の善川および自他共栄であるとする思想を唱えたy）

である。これは，上記の日的からしてもうなずける原理であろう。この講道

館文化会1よ，元来の講道館柔道だけでは，この柔道の原理を社会生活に応川



嘉納治五郎の柔道観（1＞　　245

せしめるのには，十分ではないとして起されたものである。ここに柔道の
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　

根木思想たる精力善用（maximum　efficiency）と自他共栄（mutual　welfare

an（I　l）enefit）なる綱領が生じ，講道館柔道の武術・体育の研究および精神の

修養・．）みならず，人間生活全般の改善と向一ヒに影響を㌻えようとする思想に

ユ　　　　ユペ　アへ　ほて　ゴラ　ざア

iよつ7こしノ．ごjl）ζ＞o

　この精力善用なる原理を，柔道の当身について説明すると，「一番効力の

ある急所に直角に＼llるように撃つことであり，そして，当る瞬問が早く，当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる力の全体が強ければ，それだけ，効力があるとしているのである。」

　また、投技における例として，「相手が自分の前に直立している場合，そ

れに腰技を掛けようとすれば．腰を相手の腹の辺に差し入れ，釣合のよい所

にそ・1’主点を持って行かねばならない。支点より上が軽くて，下が爪くなる

場合1，三無理になり，余程，力がな：ナれば，投げることができない。この理屈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くカを巧に利田づ1れば，二倍や三1加湘手でも制することができる。」として投

：’ド技におげる，精力吉用なる効果の必要性を説明しているのである。すなわ
　　　　　　　　　　　コ　　　　コ　　　ロ

ち、精刀善川なる，亘味は，如何なる目的であろうとも，それをやり遂げるた

めi：，　i’ i分の心身の力を最こL効果的に働かせるということになると考えられ

るこ

　以ヒのように，柔道の技も，精力善用なる思想によ，｝しば，解きりJかすこと

がてLt’る㌧れども，柔よく剛を制するというような原理では解：ナないとして

いる一である。柔よく剛を制するというような原理は，いくつもある柔道の

原坦の∴こ），ただ一一つの原理のみを指すものであり、柔道の原迎そのもの全

仏を包こするような原理としては不適としているのである。

　この工よく剛を制すなる柔術の原理について，；i；ili納は，「攻撃・防御にお

けz：）一心身の最有効f吏用の全てに行きわたる原理の応川に他ならないのであ

‘㌫識。ている。またパトに柔道の腿唖いについて，［柔道、よ。

の原川を示した名称と同様に，この応川と共にこの根木的な原理の名称であ

る。二れに反して柔術は，このような原理を1，⊆礎としていない，いろいろな
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　　　　　　　　　　　　　エしり
流派の一集団の名称である。」と嘉納は述べている。

　以上のような，柔道の原埋を社会生活の全般に影響を与えるためには，ま

ず，精力善用なる思想の普及をはからねばならないとしている。そのために

は，社会生活を営んでいる人たちの協力が必要となってくるのである。それ

ゆえ，社会を構成している人たちが，お互いに助け，譲り合い，自分と他人

が共々に栄えるという原則によらなくてはならないとしているのである。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　

れが，自他共栄の思想である。これを，ただ個人だけでなく，社会全体にこ

の思想を，押し広めて行くことが必要であるとしているのでる。

　ゆえに，精力善川なる思想を，社会生活の中で実行して行くためにぱ，自

他共栄の思想の原則によらなければならないとして，この二思想は，柔道の

発展のためには，切り離すことのできないものとなってくるのである。

　これらのことについて，嘉納の「柔道の原理とその人問活動の全ての面ヘ
　　　　　　　　　　ロの
の応用」と題する論文1こよって二つの思想の精神と関係について考察する。

　この中で嘉納は，教職（24年間）に長くついていた者に良くある例とし

て，次のような（3）つの質問を受けねばならなかったと述べている。

　「①　誰も，徳育の手段としての宗教の使用を疑わない。しかし、道徳は

理性によってではなく，信仰あるいは信条によって，宗教の中で教えられる

に従f）て，異った信念をもった，いろいろな人々がいるかも知れない。どち

らの信念がiEしくて，どちらが誤っていると，どうして決定することができ

るだろうか。発達した，この時代において，私たちは全ての人が同意する方

法で，この問題を解かなければならない。

　②　数千年以来，いろいろの国の探究者たちは，道徳に関する数百種15iも

の異った見解を提出してきた。ある者は，彼ら白身の推理の過程を通してあ

る結論に到止した。一方，他の者もまた，彼らの思考過程からいろいろの結

論を主唱するに至った。これが，多くの倫理学の体系のある理由である。彼

らは，西洋ではプラトン（Plato）とアリストテレス（Aristotle）の時代から，

そして，東洋では老子（（Laotse）と孔子（Confucius）の11｝1・代から異った
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旗の下で争っている。この論争に終りはないように思われる。

　③私たちすべてが伝統を尊敬している。そして，誰も，道徳の教えにお

いての伝統の重要性を軽視しない。しかし，私には，伝統によって教えられ

る道徳は常に正しくて，そして，決して，交代を必要としない事をどうして

証明することができるだろうか。道徳のいくらかの教えは，人類の進歩にお

いて，ある場合に最も厄要だと思われ，後になって，重要性を認めなくなっ

たことを，事実は証明できないだろうか。いろいろな国々は，それらの伝統

において，異っていないだろうか。私たちが，正しいと思うこれらを固守す

ることができるために，このような伝統の妥当性を判断するところの信頼で

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
きる試金石（test）があるだろうか。」と述べている。

　そして，嘉納は，この（3）例を解決するのに，柔道の原理を応川しさえすれ

ば，容易に解答がでるはずだとして，上記に述べた，二つの柔道思想を詳し

く説明している。

　「①　「1的が何んであろうとも，それに到達する最良の方法は，その口的

に向けた精神と身体の精力の最大・最高の効果のある使用であろう。

　②　身体の調和と発達は，たとえ，それらの人の数が少なくても多くて

も，そのことが行なわれているときは，異った個人から成り立っているので

相互扶助と譲歩によって，最も良く維持され，そして，到達されることがで
　　ロカ

きる。」

　また，私たちが，i」頃の生活において，この百要な精力善川なる思想を無

視して暮しているとして，以下のような例を引用している。

　「本・雑誌・新聞を読むべきときには、いつも，多くのもののうち，例え

ば，そのとき読んで最も有益であると思われるものの中から選ぽな：ナればな

らない。しかし，殆んどの人は，それらの問題について無関心すぎる。ま

た，同じことが，衣食住についてもごえる。しかも私たちが買う物の選択，

商売の取引，要するに、人生の1．1常のすべての行動について，－L記のことが
　　しじカ

言える。」としているのである。
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　続いて、「この原理の正しい理解と応用を通してのみ，人は自分の身体を

強く、健康で有益にすることができる。人は幸福になるに十分なだけでな

く、他人を助けそして，社会の利益のために使うに十分の富を蓄積すること

ができる。私たちの原理（to　ourprinciple）に忠実な人だけが，このような

　　　　　　　　　　ロめ
人々になることができる。」と述べている。そして，もし，これが人間生活

の土ての面に適応することができるものならばとして，自他共栄の精神を強

調し二いるのである。

　一たとえ，集団が小さかろうが、大きかろうが，それを形成する人々は真

実をも’・ていな：－1’ればならない。しかし，人間の集団にとって，個人として

行動するためには，それは，十分に系統だてられねばならない。だから，集

団のすべてのメンバーは，他人と瑚和の中に行動すべきである。この訓和

が．川lf！lの福祉と禾1」益に導くとこ，ひたすら，到達され保たれろことができ

る。それ故に，この川互扶助と譲歩：よ社会生活の緊張と改善にと∋て，すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロう
て重要てある柔道の他の根本原理である。」と述べるのである。

　そして，社会生活を維持し，改善して行くためには，精力善川と自他共栄

の精神の二面性をとらえて当たらな：ナればならないとしている。

　ヨ止会生活を維持するために，その個々の構成貝すべてがどのようにし

て、自已木位の行為をL／＋Cしむかを知らなければならない。それが，そのII的

に必要ごとごは，いつも譲歩し、そして，他人を助けなけ一れぼならfs’い。同

時に．一・般社会と他人の利害にそれが衝突しない限りで，自分自身を［H：話す

乙こ三を心にいだきながら，社会：二奉仕する能力の最大を尽くすべきであ

る⊂，……。要するに，・一・方で，日己の目的達成のため精神と身体の精力の最

高・最大の有効、1ぷ副吏川とそして，もう一方て，相互の福祉と矛il益をめざす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
相互扶助とば渉は，社会の両和と進歩の二つの偉大な決定する要素である。」

と述べている。

　最後に、嘉納：よ，柔道の最終の日的について，　「柔道は，人の生活と仕：弊

の調1惣二おいてと同様に、心と身体においての研究と鍛練である。攻撃と防
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御のいろいろな方法の完全な研完から，私は，それらの全ては，一つの全く

普及した原理の応川に頼・・ていることを確信した。すなわち，目的が何んで

あろうとも、それは，その日的に対しての、心と体の最高・最大の効果ある

1掴1：こよ・ド：，最良；こ到≡さ、口ることがて馳ごるということてあり．攻撃と防

御の技術において，心と体の調節に辺応したときと同様に，社会生活の向上

と完成に適応したとさ、放初に，この精力善川の思想は，その成員の問で秩

序と調和を要求した。そして，これが，自他共栄へ導さながら，川互の援助

と譲歩を辿して，ひたす励1阯さ泌・とができるので；う晶と語。てい

るのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　ようするに，この精力善用と日他共栄なる二つの柔道思想を，人々に敦え

込むとともに，この思想が，社会を作りなおし，この世の中に．より良い幸

福と満足をもたらし，これらの真の精神が，全世界へ浸透してゆくべきであ
　　　　　　　ロゴノ

るとしているのである。

注〔11Jig・r（）K：mo，’Flie（’t’：lributi（」1〕〈，f　Jud・）t・Educnti・n，1932．　p．2．

　　．2　1birl．

　　　13「　：とヨ公IL：一㌧　4：」亘1’f〈1モ，　｛：与・㍉拝通｛L㍑｛：，　町］不〔日51ド，　p，　110．

　　　（．1．　∫bid．，　pp．　110～111．

　C5．柔道の恨イ（思想が｛：看ゴ・1したのは，嘉納が，明治十五年に講辻館〕こ道を創立して

　　　’1・・　［L川午後，すたわち，か．｝1二，↓13歳のとぎであったし

　川．うL川二造編翫　たuイ1柔道史，講道館ブ三行，昭和14午，p．1157．
　　　　　t　7　　　　　　 1　1）i（　1　．

　：tr、　Jif．rl，・・K…’1．c卯・c・n・Le　i｝・in・ミpl・・f　Ju・1・・…いhel，1．1）pli・面。。　t。。II

　　Phu…ee・．f　l－IUI1．『・・：1・’1i・i・y…　r！　：c　r）tl・　J，1］．e　193▲．　P．L・．（これ．．；1，193抑（昭

　　印9正）嘉納が・三㍉1シアの首都アテネのパーナサス（1）urn；isst！s）の社交会で講演

　　したものて’ある。）

　　，9．　］bid．

　・1い　注．8）を参照せら．i！たし

　（．ll　Jig／　）r・）Ki：no，　OP　ciし，　P，1．

　　［．12i　　Il）id．，　PP．　1～2．

　　ほ3　　1b；d．，　P，　3．

　　f！一い　　Ibi（L，　PP．3へ・4．
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a5）　Ibid．，　P．4．

（16）　　Ibid．

（17）　　Ibid．，　PP．7～8．

（18）　　Ibi（L，　P．8．

7　老子の思想と柔術との関係

　老子は，楚の苦県の腐郷の人で，姓は李氏，名は耳，字はf〔1陽，溢は聴と

いい，周の守蔵室の史であった。老子は，道徳を修めていて，人に知られな

いようにつとめていたが，周が衰えたのを見て，ついに周を去ることにし

た。去って，函谷関に至ったとき，関の番人テ喜の願いにより，，著らわし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒリたものが，老子書であると言われている。しかし，かれの実在の’li：実や何時

頃の人であるかは諸説があり，確かではないが，紀元前4～5世紀頃の人であ

　　　　イの
るようだ。

　老子の思想は，修身または治国のヒで成功をうるために，囚循主義および

虚無主義を説くことである。また、その根拠づけとして，形而一卜的な存在と

しての道（人間の感覚を越えた実在である宇宙の最高原理としての存在）を

説くことを特色としている。老子苫の中では，この因循主義は濡弱謙下の説

として説明されている。

　老子第58章に，「……。禍は福の伶る所，福は禍の伏す所，軌｝しか其の極

を知らん，……。」とある。この意は，人は禍をさけて、福を求めようとす

るために競争がおこる。このために，混乱が生じて，各白が，自然の運命に

従うことができなくなる。これは，ぱなはだ道にそむいた行動であるとい

う。それゆえ，老子ぱ，この道にそむいた行為をさけるために，ヒ記の濡弱

謙下の思想を唱えたのであろう。すなわち，人間の認識t，tすべて差別的であ

り，差別せずして，人は何物をも認識することはできないのである。それゆ

え，この差別的知識に基づいて生活することは，道の白然から遠ざかること

につながるのである。そこで，老子は，差別的知識に基づきながら，道の自



嘉納治五郎の柔道蜘1）　　251

然に帰随し得る方法について，人はいつも高きをさけて，卑きにつき，栄誉

を捨てて恥辱を守り，強剛を辞して，柔弱につくことであるとしているので

ある。

　この濡弱謙下の説は，濡弱の説と謙下の説とに分けることができる。すな

わち，謙下の説とは，主として，自己の権威を保ちながら共存共栄するため

の術である。たとえば，

　老子第68章には，「……。善く人を用いる者は之が下と為る。……。」とあ

る。これは，自分が下になりながら，他者を利用するという意である。この

　　　　　　　　　　　　　くり
他にも，同じような内容のものが見られるが，ここでは，直接に必要な個所

ではないので，詳述はさける。

　前者の濡弱の説とは，主として，剛強を克服しつつ，生を全うするための

術を説いたものである。この説について，老子は，勇攻なる行為の害として

　第73章に「敢えてするに勇なれぽ則ち殺，敢えてせざるに勇なれば則ち活。

……。」と論じており，勇敢なるものを殺（害）し，勇敢でないものを活（利）

すは，天の法則であるという。また

　第42章にも，「……。強梁者は其の死を得ずo……。」と論じ，強暴・剛強

なる者は，まともな死に方はてきないとごう。この強梁は柔弱の反対概念で

あることからも，老子は，柔弱さすなわち，雌・嬰児・母・水等の柔弱さを

守ることの安全性を唱えた思想が多い。

　第1ぴ；三に，「……。気を1じらにし柔を致（きわ）めて，よく嬰児たらんか。

……
o」

　第20章に，「……。我れ独り泊として其れ未だ兆さず，嬰児の未だ孜（わ

ら）わざるがごとし。……。」

　第28章に，「共の雄を知りて、其の雌を守れば，天下の鶏と為る。天下の

劣と為れば，常徳離れず，嬰児に復帰す。……。」

　第43章に，「天下の至柔は，天下の至堅を馳騎し……。」

　第52章に，「天下に始め有り，以って天下の母となす。すでに其の母を得
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て，復た其の子を知る。既に其の子を知り，復た其の母を守る。……。柔を

守るを強と日う。」

　第76苗に，「人の生まるるや柔弱，其の死するや堅強なり，万物草木の生

ずるや工脆，其の死するや枯稿す。故に堅強なる者は死の徒，柔弱なる者は

生の徒なり。是を以って，兵強ければ則ち勝たず，木強ければ則ち共（お）

る。強大：k下に処り，柔弱は上に処る。」と論じられている。

　このように，老子は，柔弱なる」、のが常に生きのびて，有利な立場で生活

できるための処生術であるとして，この濡弱の説を唱えたのである。そして，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

これが，老子における柔の術と1－；’えるのではあるまいか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　以ヒのように、老子における，柔と剛なる田係二，剛は柔よりも弱きもの

てあり，包含されるものであるというのである。それゆえに，この社会；こお

1ナる．森羅万蒙の柔および弱なるものは，剛・堅および強なるものを打ち従

える二とができると唱くのである。

　この工および剛なる思想の関係を本戊三i；の書物で見いだすと，柔術の制剛流

の日い∫状の中に，「……Nト三≡’準ぷ三ミ11罵亘1N苛つ逗ANR巳1倭三憂1渥1

　　　　ヅの
≡ヨ⊃……。」とみられる。このご菜すなわち，「1絆※已ミ三ぷ≡≡」は一1｝川の古

代兵学㍑の一つである。三略の中の上略の編に見られる語句である。それに

よれば，「誉篶工’決遷≡ぶ宣’宗遷ミ㍉苦゜呉や亘∋’宣19雲rOt°ぼド’＜

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
N忘．ミ’≡ぺ’嚢N忘⊃警司゜……°」および，「≡誉〔ピ已渓苦憂’≒三曇

　　　　　　　　　　　　　り≒ミ’　≒三宗≒吉慧’　‡《三慧違゜　・・・…　°」　とある○

　こ・）三略の思想に，老子の思想を基調として，治国平天ドの大道から政

　　　　　　　　　　　　　くの
略・戦略の通則を論じたものである。また，この二略が成ったのは，後漢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ごニリ

　（25～220）より惰（589～618）に至る頃であることからも，老子よりずっ

と後阻こ編されたものであるので，これが，老子の思想の影響をうけたであ

ろうとする根拠が生じる。そして，この柔と剛なる思想の意味は，老子のぞ

，｝しと．全く同じものであるということが考えられよう。

　竹内流の奥旨では、　「：：：篭□’桜翌≡蚕≡’宗翠三≡°試〔亘：≒÷こ忘だ’亘
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ　　ロ　　　む　ロ　　　　　　　　　　　ロの
雫忘1ミ’ぼや忘≡ミ’貢雫忘ミ゜業11昌ヨ撫1∈尋1≒〈｛嘩罫く来コミ1°・・…・°」とあ

る。これも，上述した三略の影響をうけたことが判明できよう。

　起倒流伝書の天巻には，「陽にして勝，陰にして勝，弱にして強を制し，

　　　　　　　ゆ
柔にして剛を制す。」とある。同じく，地巻には，「……。三浦は和といひ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エう寺田は柔とおしゆ。兵法に云，柔能制剛と。まことにゆえ有かな。」とある。

　真の神道流のく柔術秘学抄〉には，「夫柔術は心術也。柔能く剛を制し，唯

正当の理義を暁熟して修身を以第一とす。人生に剛強は一躰の宝也とも，我
　　　　　　　くゆ
分量を不和。……。」とある。また，「柔よく剛を制するの理わきまえべし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ強からんと思へば，かへって弱におとれり。……。」ともある。同抄のく九箇

条之極意〉には，「敵に柔剛強弱の位有，柔弱の人に向ふといへどもかろし

めあなどるべからず。亦剛強の人に対する共あやぶみおそるべからず。…
ロカ

…。」と述べられている。

　天神真楊流には，「夫以柔術者無事之根元，治国乃基ひ，壮士並立の要に

して，弱よく強を制せしむ。彼が力衆に越たる者に勝利を得るの術也。…
くゆ

…。」とある。同じく，「……。剛強の人に対するとも，あやぶみおそるる事

なし。又柔弱の人に向ふというとも，かろしめあなどるべからず。常に修練

する所の術を以て，敵の力にさからわず，波の上の浮木の身を以て制する時

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロウは，いかほど剛強といふとも勝利を得る也。……。」とも述べられている。

　以上のように，老子にその源を発する，柔は剛を制することが可能である

とする思想は，柔術の制剛流のみならず，起倒流・竹内流・真之？ili道流およ

び天神真楊流の奥伝にも見ることができる。このことは，上述したように，

柔術の思想は，老子思想の影響をうけているということが明らかになる。

　また嘉納治五郎が，柔術の起倒流・天神真楊流および諸流の利点を学び，

それらの思想・技術体系を力；本として、講道館柔道を創始したものてある以

上，老子思想の柔道への影響も当然のこととして考えられよう。

注（1）田所義行，老子の探完，昭和・11年，福村出版，1）p．19～20．

　（2）不明な点が多いが，紀元前4世紀を唱えるものとして，福永光司（中1こ1古典
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　選・第6巻，昭和・14年，朝口新聞社，p．20）がある。前5世紀説を唱えるもの

　としては，田所義行（注，（11，参照），武内義雄（老子の研究・昭和2年，改造社，

　P．52）がある、

6）以下の諸章は，田中（i｜三，（1．参照）武内（注，〔2）参照），福永（注，②参照），

　大濱暗（老子の哲学，昭和39｛卜，頸草川房），宇野・中村・玉城（講座東洋思想

　（3），克大出版会）のを参考にした。

（4）老子第39．61．66了；宝を参照せられたし、

L5）今村嘉雄，　H本武道全集第5巻，人物往来社，昭和41年，　p．183．

（6）北村佳逸，∬1法六栢・三陥，立命館出版iTill，昭和18年，　p．302．

17｝　　Ibid，，　p．　305．

C8）高木惣占ご，世界大百科事典22巻，平凡社，　p．734．（高木；こよれば，三陥は，六

　稲・孫1：・呉」－t・司馬法・尉禄］三（うつりょうし）・李衛公問対とならんで，中

　川古代兵学、｛；：のユエ《高峰七』：のうちの一つであるとあり，これが，日本に伝えられ

　たのは，8世紀前半のことであったとある。p．734．参照）

t9）　　Ibid．

（1①　今村嘉雄，（lpcit．，　p．76．（北村の兵法六箱・三略には，「……°崇1！吉亘辛1’

　ゴ≡11辣｛熱゜………°」とある。p．302．参照。〔傍点一筆者〕）

（11）　　今亦寸嘉左佐，　opcit．，　p．　364．

（121　　1bid．，　p，365．

（13）　　Ibid，，　p，　411．

回　Ibld．，　P．41C）．

（15）　Ibid．，　P．415，

C16）　　Ibid．，　p．　42－1．

（17）　　Ibi〔L，　P．438，

8　結 論

　イソップ物語における〈樫の木と葦〉の話，旅人のマントを脱がす，〈太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
陽と北風〉の話しなどは，柔は剛を制する例として考えることができよう。
　　にラ
　前掲したけれども，天神真楊流の伝書に，「稽古中に，力を強く入れるこ

とをきらうのは，力そのものを嫌うのではない。業が未熟であって，力を入

れれば，四肢身体がこわばって自由を欠き流儀を覚えにくいからである。」

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一．
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と述べている。また，精神的な面においては，「敵に向かうには，必ず敵を

にくんではならない。気を全身に満ち満らせ，肩が怒らぬよう全身を柔らか

くして敵の動きに応ずる。どのような剛敵に対しても，敵の力に逆らわず，

波上の浮木のように身をもてば必ず勝つ。」と述べている。

　これは、現在の身体運動学（Kinesiol（）gy）の分野においても，同じことが

考えられる。

　すなわち、「うまい演技とは，運動のための消費エネルギーが仕「ll：になる

ことである。協応のよくできない人や初心者はよけいな運動をしたり，不必

要の緊弘をする。能率的な身体運動の特質はむだな動きがなく，筋肉を正し

く使って，必要量以上の力を使わず，直接にも間接にも，仕事に役立たない

筋肉はすべて解緊しているということである。その結果なめらかで，優雅い

わゆる協応のよい動きとして現われる。むだな動きや，不必要な緊張は，演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
技を不器用にするばかりでなく，疲労の発生を早め，その激しさを増す。」

とあ乙。

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　の
　また，柔術なる言葉は，柔順という意より取ったとあるごとく，決して，

白分から率先して，事象に対処して行くのではなく，何ごとも，心のまま

（自然）に行動すれば，白分の強い所を柔らげ，弱いところを強くすること

ができるので，勝利が得られるとする意なのである。

　それ故，この柔の理は，たいへん学問的な基礎づけのある思想ということ

カミ考’えドかれようo

　この柔の理すなわち，柔よく剛を制すの思想は，柔術の各流に共通して言

える原理であり，これは，中国の古代兵学書の三略から引川したものであ

る。この三略は，老子思想を基調として，作成されたものであった。このこ

とは，柔rl：］の技術体系のみならず，その思想の長所をとり（とくに，天神真

楊流と起倒流），それらを集大成したものが，講道館柔道である以上，老子

思想の柔道への影響は否定できないものであろう。

　老子思想すなわち柔の術は，濡弱謙下の説として考えられる。これは，柔
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弱なるものが，常に生きのびて，有利な立場で生活できるための処生術なの

である。それは，志気を柔弱にして，嬰児や女性のごとくあれとするのが，

その趣旨である。「柔を守るを強という」というように，柔弱なる者こそ，

剛強なるものに勝つことができるからだというのであって，実は真の強さを

日的としているのである。この他の，「人体も生きているときは柔弱である

が，死んでしまうと堅くなるのではないか」とか，「われわれは水のように

柔弱でなければならぬ」等は，みな同様の意なのである。

　一方，嘉納icおける，初期の柔道思想すなわち，柔の理の意は，老子の思

想とたいへん類似性が見い出せるし，影響をうけているであろうことは、明

らかであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　む

　また，柔道の根本思想すなわち，精力善用と自他共栄なる思想につ：．・て

も，結局は，柔の術を基調にしていることが考えられる。精力善用なる思想

は，善を日的として，精力を最も有効に活用するということであり，そiLで

もって，社会生活をする場合には，相助相譲および自他共栄の精神で｛，づて

すれば，私たちの集団生活が存在し，発展することが可liεであるとす刀以

上，やはり，根底には，柔の術を考えていることが判明できよう。

　以上のあらゆる点から考えると，粥1内の柔道思想は，老子の思想の影那；を

うけたのではないかということが，明らかになるだろう。

注　｛1）　欧文にも，Softw）Iniln　conquers　hard　m（m．（Soft　w↓・rds　xvln　h日rd　hc、　r：s，　　エc

　　　る借1．；『があるc

　　｛21　1．の注〔101iを参照、

　　｛3）　Katherine．　f．　Wells．1〈inesiolL），gy．1960年．　宮畑虎彦訳．昭和127E　・．ミー’ボ

　　　ールマカンン社，p．337。

　　（4）渋川流の《柔術大戊録〉の中にみられ．そ｝しによると，　1・柔．よ柔順D≡にLて，

　　此形をして能く心に柔順ならしむるの力灯（しか：こ）と云意にて柔箭と名付tこる

　　たりD……。」とある。（今村嘉雄，n木武遣］ミ集第五巻，人物往来社，昭和U年，

　　　　p．　333．　参ll（D


